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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 31,401 △0.8 559 △28.1 696 △22.3 750 －

2021年３月期 31,666 △5.0 778 94.7 895 84.3 △847 －

（注）包括利益 2022年３月期 380百万円 （－％） 2021年３月期 △359百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 116.81 － 5.5 2.7 1.8

2021年３月期 △131.72 － △6.2 3.7 2.5

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 27,045 13,821 51.1 2,195.45

2021年３月期 24,892 13,532 54.4 2,104.34

（参考）自己資本 2022年３月期 13,821百万円 2021年３月期 13,532百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 1,746 △889 310 7,516

2021年３月期 2,512 △1,306 607 6,348

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 8.00 － 8.00 16.00 102 － 0.7

2022年３月期 － 8.00 － 8.00 16.00 101 13.6 0.7

2023年３月期(予想) － 8.00 － 8.00 16.00 40.3

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 5.1 300 △46.4 350 △49.7 250 △66.7 39.71

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 6,483,323株 2021年３月期 6,483,323株
②  期末自己株式数 2022年３月期 187,606株 2021年３月期 52,506株

③  期中平均株式数 2022年３月期 6,427,856株 2021年３月期 6,430,877株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期 12,118 7.9 64 △20.0 303 67.0 480 －

2021年３月期 11,231 △3.4 81 66.9 181 △73.0 △621 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期 74.80 －

2021年３月期 △96.67 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 14,006 9,667 69.0 1,535.60

2021年３月期 14,524 9,675 66.6 1,504.49

（参考）自己資本 2022年３月期 9,667百万円 2021年３月期 9,675百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

(注)詳細は、添付資料14ページ「４．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記
 　　　　　事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2022年３月期の個別業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因等により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項につきましては、添付資料4ページ「１.経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
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区　　　　分 売上高(千円) 構成比(％)

 産業機械事業 6,462,275 20.6

 冷間鍛造事業 2,221,398 7.1

 電機機器事業 5,666,938 18.0

 車両関係事業 16,906,468 53.8

 不動産等賃貸事業 144,409 0.5

 合　　　　計 31,401,491 100.0

１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の進展や行動制限の緩和等に

より、経済活動にも緩やかな回復がみられるものの、新たな変異株による感染再拡大や世界的な半導体不足、ロシ

アによるウクライナ侵攻等の影響により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経済環境のなか、当社グループにおきましては、「顧客対応力の充実を図る」を方針として掲げ、「人

づくり」「仕組みづくり」「ものづくり」を重点課題として定め、各事業において施策を推進しております。

当連結会計年度の当社グループの売上高は、冷間鍛造事業、電機機器事業で前年同期の実績を上回りました。一

方、産業機械事業は大型の液体充填ラインの売上が少なかったことで前年同期の実績を下回りました。また車両関

係事業も半導体不足による車両供給遅延の影響を受けたことで前年同期の実績を下回りました。

これらの結果、売上高は、前年同期比0.8％減の314億１百万円となりました。

利益面では、産業機械事業の減収に加え、電機機器事業において利益率の低い大型案件があったため、経常利益は

前年同期比22.3％減の６億９千６百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は７億５千万円（前年同期は８億４千

７百万円の損失）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首より適

用しており、詳細については、「４.連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針

の変更）」に記載しております。

　セグメントの業績は以下のとおりです。

〔産業機械事業〕

包装機械は、前年同期と比較して大型の液体充填ラインの案件が少なかったことに加え、新型コロナウイルス感染

症の影響と制御機器の長納期化による改造工事の延期などにより前年同期の実績を下回りました。また、部品、保

守メンテナンスも前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比13.3％減の64億６千２百万

円、セグメント利益（営業利益）は前年同期比56.9％減の３億６千８百万円となりました。なお、前年同期は新型

コロナウイルス感染症対策によるアルコール製剤、消毒液、石鹸、洗剤等の設備の需要が増加したことに加え、サ

プライチェーン補助金の後押しもあり、大型の液体充填ラインの案件が増加しました。

〔冷間鍛造事業〕

電動工具部品は、主要納入先の製品増産に伴う受注が堅調に推移し、また、産業機械部品は新規製品及び増産を要

因として前年同期の実績を大きく上回りました。一方、自動車部品は主要納入先の在庫調整及び生産調整により受

注が減少したため前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比42.9％増の22億２千１百万

円、セグメント利益（営業利益）は売上高の増加及びそれに伴う工場操業度の向上により前年同期比270.6％増の

４億４千１百万円となりました。

〔電機機器事業〕

主力のＦＡ関連機器は、電機機器メーカーの納期遅延の影響はあるものの、一定量の部品が確保できたこととシス

テム案件が堅調に推移したことにより、前年同期の実績を上回りました。また空調周辺部材、設備機器も前年同期

の実績を上回りました。一方、空調機器は、前年同期のような大型案件がなかったため、前年同期の実績を下回り

ました。また冷熱機器は新型コロナウイルス感染症の影響による新築工事案件の減少、半導体不足による機器納期

遅延のため、前年同期の実績を下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比2.3％増の56億６千６百万円と

なりました。セグメント利益（営業利益）は設備機器において利益率の低い大型案件があったため前年同期比

13.9％減の３億５千７百万円となりました。
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〔車両関係事業〕

車両関係事業は、世界的な半導体不足の影響でメーカーの生産が停止した影響を受け、中古車販売は下取入庫が遅

れたため、前年同期の実績を下回りました。一方、登録車、輸入車販売は、前期からの受注残により前年同期並み

の実績となりました。サービス部門は、総入庫台数が前年同期を下回ったものの、車検台数の増加及び提案力の向

上により1台当たり売上単価が増加したため、前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期

比0.5％減の169億６百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は登録車、中古車販売の利益率が向上した

ため前年同期比103.6％増の３億１千万円となりました。

〔不動産等賃貸事業〕

売上高は、前年同期比17.9％増の１億４千４百万円、セグメント利益（営業利益）は５千２百万円（前年同期は1

百万円の利益）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

資産合計は270億４千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億５千３百万円増加いたしました。

この内、流動資産は166億２千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ27億２千４百万円増加いたしました。こ

れは主に、受取手形、売掛金及び契約資産の増加22億９千３百万円、現金及び預金の増加10億７千２百万円、仕

掛品の減少11億８千３百万円によるものであります。

固定資産は104億２千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億７千万円減少いたしました。これは主に、投

資有価証券の減少６億１千３百万円、機械装置及び運搬具の増加２億３千８百万円によるものであります。

負債合計は132億２千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億６千４百万円増加いたしました。これは主

に、支払手形及び買掛金の増加10億１千６百万円、契約負債の増加５億４千２百万円によるものであります。

純資産合計は138億２千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億８千９百万円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金の増加７億４千万円、その他有価証券評価差額金の減少３億７千万円によるものであります。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、売上債権及び棚卸資産の増加、有

形固定資産の取得による支出等の要因により一部相殺されたものの、仕入債務の増加、税金等調整前当期純利益

が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ11億６千７百万円の資金が増加し、当連結会計年度末には75

億１千６百万円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、17億４千６百万円（前連結会計年度は25億１千２百万円の資金の獲得）となり

ました。これは主に、仕入債務の増加による資金の増加、売上債権及び棚卸資産の増加による資金の減少等によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、８億８千９百万円（前連結会計年度は13億６百万円の資金の使用）となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による資金の減少、投資有価証券の売却による資金の増加等によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は、３億１千万円（前連結会計年度は６億７百万円の資金の獲得）となりました。

これは主に、短期借入金の増加による資金の増加、長期借入金の返済による資金の減少等によるものでありま

す。
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(4）今後の見通し

今後の日本経済につきましては、ワクチン接種などの新型コロナウイルス感染症の対策が進むにつれて、緩やかな

回復基調を辿ることが期待されますが、ロシアによるウクライナ侵攻や原油・原材料の価格高騰などの影響によ

り、先行きは不透明な状況が続くものと予想されます。当社グループの次期の見通しにつきましては、産業機械事

業では、部品の供給不足により前期末からの受注残案件があるため、増収の見込みであります。一方、制御機器等

の納期遅延、部品調達価格の高騰に伴い利益の悪化が懸念されます。電機機器事業では、主力のＦＡ関連機器で設

備投資需要が好調なため、売上は当連結会計年度の実績を上回る見込みであります。また、冷熱機器、空調設備工

事も堅調に推移する見込みであります。一方、設備機器・空調周辺部材は半導体不足による納期遅延の懸念があ

り、当連結会計年度の実績を下回る見込みであります。これらの結果、電機機器事業全体では売上・利益ともに当

連結会計年度並みの見込みであります。冷間鍛造事業では、産業機械部品は新規製品の量産開始等により堅調に推

移し、自動車部品も当連結会計年度の実績を上回る見込みであります。一方、主力の電動工具部品は主要納入先向

け製品の減産により、当連結会計年度の実績を下回る見込みであります。これらの結果、冷間鍛造事業全体では売

上・利益ともに当連結会計年度を下回る見込みであります。車両関係事業では、当連結会計年度に投入した新型車

が引き続き堅調に推移し、さらに主力車種のモデルチェンジが予定されていることから、登録車の販売台数が増加

することが期待されるため、当連結会計年度の実績を上回る見込みでありますが、輸入車はメーカー事情による供

給遅延や国際紛争の影響により、入荷数量減少のリスクがあります。以上によりまして、2023年３月期における当

社グループの売上高は330億円、営業利益は３億円、経常利益は３億５千万円、親会社株主に帰属する当期純利益

は２億５千万円となる見通しであります。

(5）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、企業体質の一層の強化と将来の事業展開に備えるため内部留保の充実を図り、株主の皆さまには、安定配

当を継続的に行うことを基本方針としております。

当期の期末配当金につきましては、業績等を勘案し１株当たり８円を予定しております。なお、中間配当金として

既に１株につき８円をお支払いしておりますので、合計の年間配当金は１株当たり16円となる予定です。

次期の配当につきましては、１株当たり中間配当金８円、期末配当金８円の年間配当金16円を予定しております。
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２．企業集団の状況

当社及び当社の関係会社（子会社10社及び関連会社１社）は、産業機械の製造販売・冷間鍛造製品の製造販売・電機機

器の販売・請負工事・車両関係の販売修理・不動産等の賃貸を主な事業の内容としております。

産業機械事業……………包装機械は、当社が製造を行い、一部を除いて子会社の日本機械商事㈱を通して販売してお

ります。また、子会社の㈱エコノス・ジャパンでは殺菌装置、食品加工機械等の製造販売を

行っております。なお、㈱共和テックは当社から一部電機機器の提供を受け、産業機械・Ｆ

Ａ生産システムの製造販売を行っております。

冷間鍛造事業……………当社が冷間鍛造製品を製造販売しております。

電機機器事業……………当社が静岡県内を中心にＦＡ機器・空調機器・冷凍機器等電機機器の販売及び空調設備設

置工事を行っております。

車両関係事業……………当社及び子会社の静岡スバル自動車㈱・静岡ブイオート㈱・㈱ＰＵＲＥＳＴが、静岡県内

を中心に車両及びその関連商品を販売しております。

不動産等賃貸事業………当社が子会社他に対して不動産を賃貸する他、子会社の静岡自動車㈱が、静岡県内を中心

に、駐車場経営及び貸自動車業を行っております。

事業の系統図は次のとおりであります。
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３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者は、主に国内の株主、債権者、取引先であることから、会計基準につきましては日本基準を

適用しております。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,487,543 7,559,922

受取手形及び売掛金 2,813,519 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 5,107,298

電子記録債権 683,704 848,208

商品及び製品 1,926,615 2,122,709

仕掛品 1,594,575 411,469

原材料及び貯蔵品 31,455 32,903

その他 382,052 591,413

貸倒引当金 △21,342 △51,627

流動資産合計 13,898,125 16,622,298

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,369,175 8,481,493

減価償却累計額 △4,939,038 △5,115,759

建物及び構築物（純額） 3,430,137 3,365,733

機械装置及び運搬具 4,242,695 4,553,153

減価償却累計額 △3,283,882 △3,355,799

機械装置及び運搬具（純額） 958,812 1,197,353

土地 3,052,399 3,043,980

リース資産 26,691 26,691

減価償却累計額 △8,814 △14,281

リース資産（純額） 17,876 12,410

建設仮勘定 69,390 9,078

その他 937,474 905,894

減価償却累計額 △740,965 △748,185

その他（純額） 196,509 157,708

有形固定資産合計 7,725,126 7,786,265

無形固定資産

のれん 87,022 66,546

その他 204,870 257,367

無形固定資産合計 291,892 323,913

投資その他の資産

投資有価証券 2,572,240 1,959,089

繰延税金資産 80,344 75,615

その他 333,909 287,474

貸倒引当金 △9,386 △8,929

投資その他の資産合計 2,977,108 2,313,250

固定資産合計 10,994,126 10,423,430

資産合計 24,892,252 27,045,729

４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,221,051 4,237,535

電子記録債務 352,671 372,006

短期借入金 2,541,004 3,217,735

リース債務 6,135 4,937

未払法人税等 124,442 114,844

契約負債 - 2,096,888

前受金 1,554,350 -

賞与引当金 509,329 530,936

製品保証引当金 34,469 32,517

資産除去債務 6,700 -

その他 1,200,782 1,173,782

流動負債合計 9,550,936 11,781,183

固定負債

長期借入金 765,005 588,096

リース債務 14,048 9,110

繰延税金負債 246,850 107,312

役員退職慰労引当金 262,001 290,136

退職給付に係る負債 141,320 165,965

資産除去債務 153,135 153,938

その他 226,360 128,065

固定負債合計 1,808,721 1,442,624

負債合計 11,359,658 13,223,808

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,151,288 3,151,288

利益剰余金 9,198,268 9,938,372

自己株式 △28,640 △108,754

株主資本合計 12,420,917 13,080,906

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,111,676 741,013

その他の包括利益累計額合計 1,111,676 741,013

純資産合計 13,532,593 13,821,920

負債純資産合計 24,892,252 27,045,729
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 31,666,615 31,401,491

売上原価 25,067,391 24,634,458

売上総利益 6,599,223 6,767,032

販売費及び一般管理費 5,821,122 6,207,518

営業利益 778,100 559,513

営業外収益

受取利息 1,382 1,418

受取配当金 50,561 59,862

助成金収入 35,647 866

仕入割引 9,938 12,294

受取賃貸料 20,803 19,366

保険解約返戻金 25,079 32,303

その他 36,858 36,456

営業外収益合計 180,272 162,568

営業外費用

支払利息 15,609 14,657

売上割引 37,767 -

その他 9,268 11,222

営業外費用合計 62,645 25,880

経常利益 895,727 696,202

特別利益

固定資産売却益 1,609 6,817

投資有価証券売却益 - 342,130

特別利益合計 1,609 348,947

特別損失

固定資産売却損 54 2,608

固定資産除却損 13,062 15,498

投資有価証券評価損 41,543 5,196

関係会社株式評価損 - 32,999

減損損失 1,481,290 -

特別損失合計 1,535,950 56,302

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△）
△638,613 988,846

法人税、住民税及び事業税 233,180 232,202

法人税等調整額 △24,716 5,801

法人税等合計 208,463 238,003

当期純利益又は当期純損失（△） △847,076 750,843

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△）
△847,076 750,843

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △847,076 750,843

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 487,098 △370,663

その他の包括利益合計 487,098 △370,663

包括利益 △359,978 380,180

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △359,978 380,180

非支配株主に係る包括利益 - -

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 3,151,288 10,148,239 △28,593 13,370,934

会計方針の変更による累積的影響
額

-

会計方針の変更を反映した当期首残
高

100,000 3,151,288 10,148,239 △28,593 13,370,934

当期変動額

剰余金の配当 △102,894 △102,894

親会社株主に帰属する当期純損失
（△）

△847,076 △847,076

自己株式の取得 △46 △46

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

-

当期変動額合計 - - △949,971 △46 △950,017

当期末残高 100,000 3,151,288 9,198,268 △28,640 12,420,917

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 624,578 624,578 13,995,513

会計方針の変更による累積的影響
額

- -

会計方針の変更を反映した当期首残
高

624,578 624,578 13,995,513

当期変動額

剰余金の配当 - △102,894

親会社株主に帰属する当期純損失
（△）

- △847,076

自己株式の取得 - △46

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

487,098 487,098 487,098

当期変動額合計 487,098 487,098 △462,919

当期末残高 1,111,676 1,111,676 13,532,593

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 3,151,288 9,198,268 △28,640 12,420,917

会計方針の変更による累積的影響
額

92,153 92,153

会計方針の変更を反映した当期首残
高

100,000 3,151,288 9,290,422 △28,640 12,513,070

当期変動額

剰余金の配当 △102,893 △102,893

親会社株主に帰属する当期純利益 750,843 750,843

自己株式の取得 △80,114 △80,114

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

-

当期変動額合計 - - 647,950 △80,114 567,836

当期末残高 100,000 3,151,288 9,938,372 △108,754 13,080,906

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,111,676 1,111,676 13,532,593

会計方針の変更による累積的影響
額

- 92,153

会計方針の変更を反映した当期首残
高

1,111,676 1,111,676 13,624,747

当期変動額

剰余金の配当 - △102,893

親会社株主に帰属する当期純利益 - 750,843

自己株式の取得 - △80,114

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

△370,663 △370,663 △370,663

当期変動額合計 △370,663 △370,663 197,172

当期末残高 741,013 741,013 13,821,920

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

- 12 -

靜甲㈱　(6286)　2022年３月期　決算短信



(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△）
△638,613 988,846

減価償却費 849,901 801,316

減損損失 1,481,290 -

のれん償却額 15,356 20,475

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,105 29,827

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,466 21,606

製品保証引当金の増減額（△は減少） △9,395 △1,951

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,294 28,134

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 19,441 24,645

受取利息及び受取配当金 △51,944 △61,281

支払利息 15,609 14,657

固定資産売却損益（△は益） △1,555 △4,208

固定資産除却損 13,062 15,498

投資有価証券売却損益（△は益） - △342,130

投資有価証券評価損益（△は益） 41,543 5,196

関係会社株式評価損 - 32,999

売上債権の増減額（△は増加） 340,856 △218,505

棚卸資産の増減額（△は増加） △83,357 △367,163

仕入債務の増減額（△は減少） 429,948 1,041,278

未払消費税等の増減額（△は減少） 275,954 △37,181

その他 △71,734 △20,952

小計 2,639,641 1,971,106

利息及び配当金の受取額 51,916 61,400

利息の支払額 △15,637 △15,055

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △163,712 △270,989

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,512,208 1,746,461

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △12,509 103,565

有形固定資産の取得による支出 △1,119,738 △1,276,086

有形固定資産の除却による支出 △4,625 △1,477

有形固定資産の売却による収入 1,185 23,812

無形固定資産の取得による支出 △88,771 △123,222

資産除去債務の履行による支出 - △6,360

投資有価証券の取得による支出 △35,406 △6,048

投資有価証券の売却による収入 - 363,148

子会社株式の取得による支出 △3,000 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△56,611 -

その他 12,774 33,578

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,306,703 △889,088

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 910,500 789,000

長期借入れによる収入 120,000 30,000

長期借入金の返済による支出 △313,270 △319,178

自己株式の取得による支出 △46 △80,114

配当金の支払額 △103,013 △102,950

リース債務の返済による支出 △6,446 △6,135

財務活動によるキャッシュ・フロー 607,723 310,621

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,813,227 1,167,994

現金及び現金同等物の期首残高 4,535,298 6,348,526

現金及び現金同等物の期末残高 6,348,526 7,516,521

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービ

スと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる、当社グループにおける

主な変更点は以下のとおりです。

商品及び製品の販売

従来、商品及び製品の販売に関して、出荷基準により収益を認識しておりましたが、顧客への商品及び製品の引渡

が完了した時点で収益を認識する方法に変更しております。

工事契約

従来、工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準、その他の工

事については工事完成基準により収益を認識しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務につい

て、期間がごく短い工事を除き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり

収益を認識する方法に変更しております。また、期間がごく短い工事及び一時点で充足される履行義務については

工事完了時に収益を認識する方法を採用しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主

に見積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。

代理人取引

従来、顧客への製品の販売における当社グループの役割が代理人に該当する取引に関して、顧客から受け取る対価

の総額を収益として認識する方法を採用しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引い

た純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項

に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認

識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方

法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契

約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当連結会計年度の売上高は425,275千円減少し、売上原価は419,411千円減少し、販売費及び一般管理費

は8,316千円減少し、営業利益は2,452千円増加、営業外費用が43,690千円減少し、経常利益及び税金等調整前当期

純利益はそれぞれ46,143千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は92,153千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」及び「流動負債」に表示していた「前受金」は、当連結会計年度よりそれぞれ「受取手

形、売掛金及び契約資産」及び「契約負債」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-

２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法による組替えを行っておりませ

ん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基

準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会

計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）
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（単位：千円）

報告セグメント

合計

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等賃貸

事業

売上高

外部顧客への売上高 7,454,026 1,554,032 5,542,141 16,993,974 122,439 31,666,615

セグメント間の内部

売上高又は振替高
27,295 - 82,770 302,982 256,734 669,783

計 7,481,322 1,554,032 5,624,912 17,296,957 379,173 32,336,398

セグメント利益 854,294 119,230 415,753 152,627 1,453 1,543,358

（単位：千円）

報告セグメント

合計

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等賃貸

事業

売上高

外部顧客への売上高 6,462,275 2,221,398 5,666,938 16,906,468 144,409 31,401,491

セグメント間の内部

売上高又は振替高
80,978 - 14,871 429,273 418,423 943,547

計 6,543,254 2,221,398 5,681,810 17,335,742 562,832 32,345,038

セグメント利益 368,374 441,921 357,757 310,735 52,577 1,531,366

【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは、製品（商品他）別の製造販売体制を置き、取り扱う製品（商品他）について戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、製造販売体制を基礎とした製品（商品他）別セグメントから構成されてお

り、「産業機械事業」、「冷間鍛造事業」、「電機機器事業」、「車両関係事業」、「不動産等賃貸事業」

の５つを報告セグメントとしております。

「産業機械事業」は、包装機械製品・殺菌装置・食品加工機械、産業機械・ＦＡ生産システム等を製造販売

しております。「冷間鍛造事業」は、冷間鍛造製品を製造販売しております。「電機機器事業」は、ＦＡ機

器・空調機器・冷凍機器等電機機器の販売及び空調設備設置工事を行っております。「車両関係事業」は、

車両及びその関連商品を販売しております。「不動産等賃貸事業」は、不動産賃貸・駐車場経営・貸自動車

業を行っております。

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 32,336,398 32,345,038

セグメント間取引消去 △669,783 △943,547

連結財務諸表の売上高 31,666,315 31,401,491

利益  前連結会計年度  当連結会計年度

報告セグメント計 1,543,358 1,531,366

セグメント間取引消去 90,138 △17,385

全社費用（注） △855,396 △954,467

連結財務諸表の営業利益 778,100 559,513

４  報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　   　　　　　　 （単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

【関連情報】

　前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

１  製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２  地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

　当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

１  製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２  地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。
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（単位：千円）

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等

賃貸事業
全社・消去 合計

減損損失 15,431 547,605 - 858,909 75,772 △16,427 1,481,290

（単位：千円）

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等

賃貸事業
全社・消去 合計

当期償却額 15,356 - - - - - 15,356

当期末残高 87,022 - - - - - 87,022

（単位：千円）

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等

賃貸事業
全社・消去 合計

当期償却額 20,475 - - - - - 20,475

当期末残高 66,546 - - - - - 66,546

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

　　　　　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 2,104円34銭 2,195円45銭

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純

損失（△）
△131円72銭 116円81銭

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又

は親会社株主に帰属する当期純損失

（△）

(千円) △847,076 750,843

普通株主に帰属しない金額 (千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る当期純利益又は親会社株主に帰属

する当期純損失（△）

(千円) △847,076 750,843

普通株式の期中平均株式数 (千株) 6,430 6,427

（１株当たり情報）

（注）１　当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,762,333 2,570,629

受取手形 441,697 302,638

電子記録債権 305,877 411,411

売掛金 1,772,270 2,211,541

契約資産 - 662,924

商品及び製品 459,589 619,885

仕掛品 1,529,687 361,094

原材料及び貯蔵品 20,554 20,208

前払費用 40,425 37,338

関係会社短期貸付金 150,000 150,000

その他 103,005 116,041

貸倒引当金 △14,565 △39,905

流動資産合計 7,570,875 7,423,809

固定資産

有形固定資産

建物 862,518 902,120

構築物 54,431 47,431

機械及び装置 243,073 415,275

車両運搬具 42,735 27,156

工具、器具及び備品 117,896 92,648

土地 724,003 724,003

リース資産 18,449 12,840

建設仮勘定 33,883 8,693

有形固定資産合計 2,096,991 2,230,169

無形固定資産

ソフトウエア 145,080 205,010

ソフトウエア仮勘定 18,926 11,890

その他 0 0

無形固定資産合計 164,007 216,900

投資その他の資産

投資有価証券 1,922,084 1,398,961

関係会社株式 2,623,358 2,589,858

その他 151,304 150,116

貸倒引当金 △4,130 △3,675

投資その他の資産合計 4,692,617 4,135,262

固定資産合計 6,953,616 6,582,332

資産合計 14,524,492 14,006,142

５．個別財務諸表

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 67,532 74,888

電子記録債務 352,671 372,006

買掛金 1,075,478 932,447

短期借入金 1,320,004 1,212,527

リース債務 6,135 4,937

未払金 288,762 303,840

未払費用 95,156 100,399

未払法人税等 20,930 71,125

未払消費税等 8,298 228,271

契約負債 - 298,426

前受金 575,061 -

預り金 14,780 16,183

賞与引当金 261,719 274,305

製品保証引当金 34,469 32,517

流動負債合計 4,120,999 3,921,876

固定負債

長期借入金 72,505 9,978

リース債務 14,048 9,110

繰延税金負債 296,465 130,190

退職給付引当金 19,487 27,631

役員退職慰労引当金 125,937 137,937

資産除去債務 33,427 33,600

その他 166,549 68,122

固定負債合計 728,421 416,571

負債合計 4,849,421 4,338,447

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金

資本準備金 1,833,576 1,833,576

その他資本剰余金 1,237,010 1,237,010

資本剰余金合計 3,070,587 3,070,587

利益剰余金

利益準備金 211,715 211,715

その他利益剰余金

買換資産圧縮積立金 185,055 181,328

オープンイノベーション促進積立金 7,500 7,500

別途積立金 4,316,000 4,316,000

繰越利益剰余金 938,865 1,352,410

利益剰余金合計 5,659,135 6,068,954

自己株式 △28,640 △108,754

株主資本合計 8,801,082 9,130,786

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 873,988 536,908

評価・換算差額等合計 873,988 536,908

純資産合計 9,675,071 9,667,694

負債純資産合計 14,524,492 14,006,142
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当事業年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 11,231,429 12,118,871

売上原価 9,192,776 9,882,337

売上総利益 2,038,652 2,236,534

販売費及び一般管理費 1,957,529 2,171,612

営業利益 81,123 64,922

営業外収益

受取利息 1,480 1,870

受取配当金 87,785 184,171

その他 51,278 57,849

営業外収益合計 140,544 243,891

営業外費用

支払利息 5,782 5,481

その他 34,437 296

営業外費用合計 40,219 5,777

経常利益 181,448 303,035

特別利益

固定資産売却益 1,309 6,138

投資有価証券売却益 - 314,230

特別利益合計 1,309 320,368

特別損失

固定資産売却損 - 128

固定資産除却損 5,088 12,312

関係会社株式評価損 - 33,499

投資有価証券評価損 37,809 -

減損損失 807,317 -

特別損失合計 850,215 45,941

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △667,456 577,463

法人税、住民税及び事業税 33,498 106,588

法人税等調整額 △79,290 △9,901

法人税等合計 △45,792 96,687

当期純利益又は当期純損失（△） △621,663 480,775

（２）損益計算書
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（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

買換資産
圧縮積立金

オープン
イノベー
ション促
進積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 189,000 - 4,316,000 1,666,978

会計方針の変
更による累積
的影響額

-

会計方針の変更
を反映した当期
首残高

100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 189,000 - 4,316,000 1,666,978

当期変動額

買換資産圧縮
積立金の取崩

- △3,945 3,945

オープンイノ
ベーション促
進積立金の積立

- 7,500 △7,500

剰余金の配当 - △102,894

当期純損失
（△）

- △621,663

自己株式の取得 -

株主資本以外
の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - - △3,945 7,500 - △728,113

当期末残高 100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 185,055 7,500 4,316,000 938,865

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計利益剰余金
自己株式 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等
合計

利益剰余金合計

当期首残高 6,383,693 △28,593 9,525,687 423,604 423,604 9,949,292

会計方針の変
更による累積
的影響額

- - -

会計方針の変更
を反映した当期
首残高

6,383,693 △28,593 9,525,687 423,604 423,604 9,949,292

当期変動額

買換資産圧縮
積立金の取崩

- - - -

オープンイノ
ベーション促
進積立金の積立

- - - -

剰余金の配当 △102,894 △102,894 - △102,894

当期純損失
（△）

△621,663 △621,663 - △621,663

自己株式の取得 - △46 △46 - △46

株主資本以外の
項目の当期変
動額（純額）

450,384 450,384 450,384

当期変動額合計 △724,558 △46 △724,604 450,384 450,384 △274,220

当期末残高 5,659,135 △28,640 8,801,082 873,988 873,988 9,675,071

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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（単位：千円）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金

買換資産
圧縮積立金

オープン
イノベー
ション促
進積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

当期首残高 100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 185,055 7,500 4,316,000 938,865

会計方針の変
更による累積
的影響額

- 31,935

会計方針の変更
を反映した当期
首残高

100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 185,055 7,500 4,316,000 970,801

当期変動額

買換資産圧縮
積立金の取崩

- △3,726 3,726

剰余金の配当 - △102,893

当期純利益 - 480,775

自己株式の取得 -

株主資本以外
の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - - △3,726 - - 381,609

当期末残高 100,000 1,833,576 1,237,010 3,070,587 211,715 181,328 7,500 4,316,000 1,352,410

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計利益剰余金
自己株式 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

評価・換算差額等
合計

利益剰余金合計

当期首残高 5,659,135 △28,640 8,801,082 873,988 873,988 9,675,071

会計方針の変
更による累積
的影響額

31,935 31,935 31,935

会計方針の変更
を反映した当期
首残高

5,691,071 △28,640 8,833,018 873,988 873,988 9,707,007

当期変動額

買換資産圧縮
積立金の取崩

- - - -

剰余金の配当 △102,893 △102,893 - △102,893

当期純利益 480,775 480,775 - 480,775

自己株式の取得 - △80,114 △80,114 - △80,114

株主資本以外の
項目の当期変
動額（純額）

△337,080 △337,080 △337,080

当期変動額合計 377,882 △80,114 297,768 △337,080 △337,080 △39,312

当期末残高 6,068,954 △108,754 9,130,786 536,908 536,908 9,667,694

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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